
Bブロックの「会話（形式指定）」
ベスト３です。

形式指定の初トライは、会話のカタチで書いてください、と

いうお題でした。あなたなら、どの作品を推しますか。

そして東工大生が１位に選んだのは・・・？

答えは作品のあとの講評にてどうぞ。









「会話」本選Ｂブロック作品講評

１　（にゃあ）   14位   1ポイント

　にゃあ、とかわいらしくまとまっていて、でも深読みも可能
な作品です。
　ひょっとして授業中の会話があまりに難解だったりムイミ
だったりするという比喩なのかも、と深読みしてみたりしたの
ですが。

２　NO EXCUSE,NO LIFE...   10位   3ポイント

　言い訳しない人はいないはず。そこに着目したのがユニーク
でした。特に忘れ物の言い訳など、試用してみる価値ありで
は？　（結果は保証できませんけど）

３　アイコンタクト   2位   9ポイント

　うん、あるあると共感できる日常の電車光景、テンポ良く心
の中のセリフが繰り広げられて、きれいにオチへ。タイトルも
すぽりと決まって、なかなかの仕上がりでした。特に（　）内
のセリフがリアル。

４　姉弟   7位   5ポイント

　こちらのオチも心地よかったです。ラスト３行ですっきり、
まさにセオリー通りの鮮やかさでした。
　お姉ちゃんてば、シュークリーム一個でやらせてたのは何の
宿題だったんでしょうね。

５　学校帰り   4位   7ポイント

　語らなくても通じる思い。「・・・」だけで表情豊かにあら
わしたワザがユニークで、特にラスト一行がうまく効いていま
す。

６　変わって欲しくなかった   6位   6ポイント

　めまぐるしい展開にジェットコースターのように酔いまし
た。お構いなしのK子さんに振り回されっぱなしの悲しい姿が
コミカルに見えてきて、おつかれさま。
　で、作者さんに伺ったら「２割は実話」なんだそうな。。。
「男三人」はフィクションだとか。



７　友人   12位   2.5ポイント

　だるい気分がナメクジという唯一の具体的なモノを通じて、
じっとり伝わってきました。
　許し合った友人同士ならではの会話が、雨音にぽつりぽつり
と。余情豊かな味わいです。

８　ある春の日、偶然の再会、偶然の別れ   15
位   0ポイント

　自転車？　状況がよく見えなかったです。春の爽やかさは伝
わってくるのだけれど。

９　それはあるよく晴れた午後の話   2位   9ポイン
ト

　わーお、とラストですてきなドンデン返し。犬から見た家族
愛、いいなあ、と晴れた午後のここちよさで読めました。

１０　ダイアローグ   1位   27ポイント

　TAさんは電子レンジがツボだったんだそうな。私は反復横
跳び乾かしの奇抜さに笑えました。
　でも、イチオシフレーズで人気だったのは「やあボブ」でし
た。
　ともあれ、テレフォンショッピング風のコント会話が大受け

で、首位＆イチオシフレーズ大賞同時ゲット、おめでと
う！

１１　帰り道   4位   7ポイント

　いや、これはすごい筆力。お神楽の音が聞こえてきそうで
す。
　状況をほとんど説明していないのに、「行きはよいよい」と
民話の残酷世界がうっすら立ち上がってきて、グレイト。

１２　世界で唯一の勝者の姿を映すもの   9位   3.5
ポイント

　最後の審判のような一方的に問いつめてくる息苦しさが、じ
つに印象的で、理屈っぽいのですけれど、わからないなりに突
き抜けてしまいそうな勢いのある言葉たちでした。

１３　だからこそ。   7位   5ポイント

　小学生の気分、給食を場面にうまく演出できているのです



が、でも小学生って、自分では「好き」ってあまり意識してな
くて、何だかついつい意地悪しちゃう、っていう心の動きだと
思うのですが、いかがでしょう、経験者の方々？。

１４　だいすき、きづいて   10位   3ポイント

　「ちゅ」の甘さにぼろぼろです。
　２日続けてカレーだったら、今日のほうがおいしいはず、っ
てそこはツッコミどころじゃないか……
　カレーのことばっかり気にしていたら、横読み気づかなかっ
たです、ごめん。

１５　会話－ぼくらの場合   15位   0ポイント

　TAさんたちが仕掛けたこれでもかのベタ甘路線。ここまで
行っていただくとお好きにどうぞと直視せずに通過するのが、
オトナのたしなみってもんでしょうか。
　問いつめてゆくうちに、エスカレートしてしまう女心、それ
でも言えないたったひとこと、まさに王道の展開でした。おし
あわせに。

１６　「会話」   13位   2ポイント

　コワイよー、お兄さん。一方的に語っている中から、どんど
こどんどこ悲劇的な状況が見えてきて、せつない悲しい思いに
襲われます。たぶん、彼も悲しい事実に気がついていて、認め
たくないからこうして虚偽の語りで虚構を作ってるんだろうな
あなんて、どんどんお兄さんに感情移入してしまう。すごい筆
力です。ブラボー！
　置き場が悪くて「殺しちゃったんだ、これ」という展開に気
づいてもらいにくかったのが残念でした。


